
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

 

  

  

 
 

 

 
 

○第４次産業革命 

・AI･IoT、ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ等の技術革新 

・AI による職業代替の可能性 

○ものづくりの転換 

・コモディティ化 

・スマイルカーブ、製造業のサービス化 

○新たな経済システム 

・キャッシュレス経済 

・シェアリングエコノミー 

○団塊世代経営者の引退 

 

産業構造の変容 

時
代
潮
流
を
踏
ま
え
た
経
済
活
性
化
方
策 

 
 

○グローバル化 

・世界経済の多極化 

・インド・アフリカの台頭 

・アジア中間層の拡大 

・新興国のインフラ需要拡大 

・ﾋﾄ、ﾓﾉ、ｶﾈ、情報の流動拡大 

○環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ、食料需給制約 

・世界のエネルギー需要増大 

・温暖化の進行 

・世界の食料需給の逼迫 

 

世界構造の変容 

＜兵庫経済の目指す姿＞ 新たな時代を拓くすこやかな兵庫経済 

 

人口減少 

産業の衰退 若者の流出 

日本型雇用ｼｽﾃﾑの変化 

【人口構造の変容により懸念される事態】 

１ 

１ 兵庫の産業・雇用活性化の基本方向 

            ＜内在する需要の顕在化と獲得に向けて＞ 

①稼ぐ力を持つ産業 
第４次産業革命等による技術革新を活用しながら、様々な主体によるイノベーションの創発を促進するこ

とにより、国内外の需要を取り込み、産業の稼ぐ力を高める。 
②環境変化に対応し、挑戦する人財 

技術革新・少子高齢化・日本型雇用システムの変容がもたらす労働市場の需給変化に対し、高度人財に魅力あ
る就労の場の創出、多様な働き方の浸透、働き手のスキルアップを通じ、兵庫産業を支える人財を確保・育成する。 

③地域の魅力で沸き起こる交流 
五国の特性と魅力の発揮により、県内企業の国際展開や海外企業の呼び込みを推進するとともに、国内外

からの誘客を促進するため、ソフト・ハード両面から基盤整備を進める。 

○ものづくりのみにとどまることなく、これまで培ってきた技術や人の基盤

を生かしながら、最先端の成長産業、農林水産業も含めた地域産業、新た

なニーズに対応するサービス業など、多彩な産業が役割を果たし発展する。 

○県民一人ひとりが、性別、年齢、障害の有無、国籍にかかわらず、生涯に

わたって持てる力を高め、しごとに発揮する。 

○ビジネスやツーリズムによる、国内外・県内の交流が活力につながる。 

～兵庫の元気の源泉として、人口減少に打ち勝つ駆動力を生み出す～ 

プロジェクト７ 
多文化共生の先進地とし
ての強みを生かし、海外
の成長活力を捉える国際
交流の推進 

プロジェクト１ 
世界をリードする技術基
盤とサプライチェーンを
生かした次世代成長産業
の集積 

プロジェクト４ 
未来の担い手、技術革新を
担う人財の呼び込みによ
る、兵庫の飛躍に向けた働
き手の確保 

プロジェクト５ 
だれもが、抱える事情に応
じ、いつでも働きやすい環
境づくり 

プロジェクト２ 
地域社会に根ざした地場
産業、商店街、ｻｰﾋﾞｽ業、
農林水産業等の地域産業
の持続・高付加価値化 

プロジェクト８ 
自然、文化、スポーツな
ど五国を織りなす多様で
豊かな地域資源を生かし
た誘客の拡大 

【交流】 【産業】 

 すこやかな兵庫経済の姿 

プロジェクト３ 
技術革新・地域資源を活用
し、新たなニーズを捉える
新産業・新事業の創出 

市場の縮小・変化 

【人財】 

プロジェクト９ 
誰もが安心・快適に兵庫
を体験・滞在し楽しめる
ツーリズム推進の体制づ
くり 

ライフスタイルに応じた働き方 

産業の活性化 若者の県内就労・居住 

人口減少の抑制 

就業者の数・質確保 

供給力・生産性の向上 

就業者数の減少 

人手不足 

少子高齢化 

少子化の歯止め・元気高齢者の増加 

新たな市場・ﾆ-ｽﾞの出現 

【人口減少の中にあっても活力あふれる経済】 

プロジェクト６ 
人生 100 年時代と技術変
化の加速に応じた切れ目
ない学び直しの場による、
生涯現役の産業人財育成 

強化策の３本の柱 

 勘案すべき潮流 

資料２ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１「兵庫 2030 年の展望」との関係 ２ 今後５年間の重点戦略分野 

２ 重点戦略分野 ～「兵庫 2030 年の展望」の具体化に向けて～ 

未
来
の
活
力 

兵庫 2030 年の展望 

価値創造経済 

全員活躍社会 

未来に挑む人づくり 

環境先進地 

御食国ひょうご 

充実する「自分時間」 

子育て安心社会 

進む健康長寿 

安全な暮らし 

交流五国 

豊かな生活空間 

「兵庫 2030 年の展望」に基づき、重点産業分野の強化、ひと・しごと支援に取り組み、2030 年の姿の実現につなげる。 

（１）産業分野 

（２）ひと・しごと支援 

兵庫県地域創生戦略 

（目標年次 2020 年） 

兵庫 2030 年の展望 

21 世紀兵庫長期ビジョン 

（目標年次 2040 年） 

次
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「すこやか兵庫」をめざして 

①価値創造経済を実現する分野 

人工知能等の革新技術は産業構造を大きく転換させ、世界経済のボ

ーダレス化による競争激化は地域経済の変容を迫る。兵庫の飛躍を図

るには、こうした環境変化に柔軟に対応し、高い付加価値を生み出す
経済を構築する必要がある。 

ｱ 航空・宇宙 

 産業の裾野が広く、集積を促進し拠点化 

ｲ ロボット 

 産業用から、多種多様な分野への適用拡大 

ｳ 環境・エネルギー 

 次世代自動車等、クリーンエネルギー移行への対応 

ｴ 健康医療 

 世界的な高齢化に伴う需要拡大の取り込み 

ｵ 新素材 

 省エネルギー等に対応する基礎素材の供給 

ｶ ＡＩ・ＩｏＴ、ビッグデータ 

 第４次産業革命による技術革新への対応 

ｷ ＩＴ産業 

 産業基盤としての関連企業・人材の集積 

ｸ 商業・商店街 

 生活基盤・地域の拠点としての活性化 

ｹ 地場産業 

 全国トップクラスの産地による新たな市場開拓 

②御食国ひょうごを実現する分野 

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙの変化が食へのニーズを多様化させ、世界の食市場は拡大してい

る。多彩な自然環境や都市近郊立地、食品産業の集積等の強みを生かし、

国内外に豊かな農林水産物を発信・提供する御食国ひょうごを目指す。 

 ｱ 食・農林水産業 

ブランド力強化、６次産業化や海外輸出の拡大、ＩＣＴ活用 

③充実する「自分時間」を実現する分野 

県民のくらしの質を高め、豊かな生活を実現するには、自分の大切に

する価値を追求できる「自分時間」の確保が欠かせない。生活の充実に

向けて高まるニーズを捉える。 

 
ｱ 高齢者・家事支援 

 単身・共働き世帯増加等に伴う支援サービス 

④交流五国を実現する分野 

モノ消費からコト消費へのシフトやアジア中間層の拡大を背景に、世

界の海外旅行者数は今後も増加すると見込まれている。県人口減少の加

速化に伴う定住人口減が避けられない中、五国の多彩な地域資源を生か

した交流を促進し、ツーリズム人口をさらに獲得することが重要である。 

ｱ 観光 

 五国の魅力を生かした国内外マーケットの掘り起こし 

ｲ スポーツ 

 ゴールデンスポーツイヤーズを契機とした基幹産業化 

ｳ 文化 

 地域が有する厚みある文化資源の活用 

①全員活躍社会を実現するひと・しごと支援 

人口減少と高齢化が進む中、社会の担い手を確保し、兵庫経済の活

力を維持するには、だれもが能力を発揮できる全員活躍の実現が必要

である。 

 

②未来に挑む人づくりを実現するひと･しごと支援 

人生 100 年時代を迎える一方、技術革新が加速している。先行きが不

透明な中にあって、何度でも学び、知識や能力を高めることにより、未

来に挑もうとする人を育成・支援することが重要である。 

 ｱ 学び直しの環境整備 ｱ 年齢・性別・障害の有無等に関わりなく働き続けられる環境づ

くり 

ｲ 何度でもチャレンジできる環境づくり 



 

 

 
 

 

 

 

 

商業・商店街 

航空・宇宙 

新素材 

ロボット 

IT 産業 

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ 

地場産業 

健康医療 

 
 

交流五国を実現する分野 

観光 

スポーツ 文化 

充実する「自分時間」を実現する分野 

何度でも できる環境づくり
学び直しの環境整備 

 価値創造経済・御食国ひょうごを実現する分野 「
兵
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 ＜主な取組の視点＞ 
◆未来の担い手、技術革新を担う人財を呼び込み、兵庫の飛躍
に向けた働き手を確保する 

◆

◆切れ目ない学び直しによる 生涯現役の産業人財を育成する 

 

 

活 用 

平均寿命・健康寿命 

本県の平成 27 年の平均寿命は男性 80.92 歳、女性 87.07 歳ま

で健康寿命は男性 79.62 歳、女性は 83.96 歳まで延伸 

女性・高齢者の就業状況 

ワーク・ライフ・バランス企業 

仕事と生活の調和推進企業宣言登録企業数は約 1,700。在宅勤

務や短時間勤務など多様な雇用形態を導入する企業が増大 

本県の女性有業率(H24 43.8%→H29 47.6%)､育児中の女性有業

率(H24 43.4%→H29 62.7%)は着実に上昇。 

高齢者(65 歳以上)有業率（H24 18.3%→H29 20.8%）も上昇 

ひょうご次世代産業雇用創造ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(H27～29)による先進

分野等の雇用創出数は 870 人。後継の次世代産業高度化ﾌﾟﾛｼﾞ
ｪｸﾄ(2018～2020 年)は 945 人の雇用創出数を目標 

先進分野の雇用創造 

人財の育成 

人 財 
＜主な取組の視点＞ 

◆多文化共生の先進地として、海外の成長活力を捉える
国際交流を推進する 

◆自然文化 ｽﾎﾟｰﾂなど多様で豊かな地域資源を生かした

誘客を拡大する 

◆誰もが安心 快適に滞在できる 推進体制を作る 

 

活 用 

自然 

六甲山、山陰海岸 、鳴門のうず潮など、瀬戸内海

から日本海まで変化に富んだ自然環境に恵まれている 

文化 

スポーツ 

淡路人形浄瑠璃等の伝統芸能から、宝塚歌劇や神戸ジャ

ズ等の現代文化に恵まれ、世界文化遺産の姫路城をはじ

め国宝などの歴史文化遺産を有する。 

・甲子園球場等のスポーツ拠点施設や陸上競技場、ゴル

フ場など各種スポーツ施設が整備。 

2019、東京 2020
競技大会、 2021 関西の開催が続く 

国連機関や国際関係機関が集積し、外国・外資系企業も

多数立地。外国人学校（12 校）や外国語対応が可能な多

数の医療機関（約 4,000 か所）など、外国人にとって暮

らしやすい生活環境が整っている 

国際交流基盤 

交 流 

３ 今後 5 年間の重点戦略分野の推進に向けての視点 

ものづくり大学校等の在職者訓練(技能向上訓練等)実施人数

年間約 1,200 人､「ひょうごの匠」認定数 421 人(H30 年 6月) 

 

 ＜主な取組の視点＞ 

◆世界をリードする技術基盤とサプライチェーンを生かして

次世代成長産業を集積させる 

◆地域社会に根ざした産業を持続させ、高付加価値化を促す 

◆技術革新・地域資源を活用し、新たなニーズを捉える新産

業・新事業を創出する 

阪神・播磨の臨海地域の基幹産業、次世代産業分野において、

高い開発力・加工技術を培ってきた県内企業が多数参入 

活 用 

・本県の中小事業所は全事業所の98.9％、従業者の77.1％。 

・世界で通用する優れた技術・ノウハウ・製品・サービス等で

高いシェアや評価を得ている「オンリーワン企業」が存在 

・播磨地域に大型放射光施設「SPring-8」、Ｘ線自由電子レーザー

施設「SACLA」、神戸地域にスーパーコンピュータ「京」(ﾎﾟｽﾄ「京」) 

・70 を超す大学・研究機関等、全国有数の研究機関の集積 

サプライチェーン 

オンリーワン中小企業 

科学技術・学術基盤 

地域産業 

産 業 

・商店街を中心に、周辺住宅地も含め、商店街の活性化とまち

の再整備を総合的に取り組む複数のモデル区域が存在 

・県内には約 40 の地場産業の集積。清酒、皮革、手延素麺、

釣針、線香、豊岡かばんは全国第１位のシェアを誇る 

・県内農林水産業は 6 次産業化への取組、神戸ビーフ等の県内
農産品のブランド化や輸出国の拡大の動き 

３


